
春
夏
秋
冬
、
霊
峰
白
山
を
抱
く
加
賀
。
宝
達
山
を
望
む
能

登
や
高
洲
山
の
奥
能
登
。
怒
濤
逆
巻
き
、
時
に
は
凪
ぐ
日
も

あ
る
日
本
海
。
四
季
折
々
に
、
そ
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
小

鳥
や
動
物
に
花
た
ち
。
お
よ
そ
二
〇
〇
km
に
及
ぶ
海
岸
線
の

あ
る
石
川
県
は
�
自
然
が
豊
か
で
魚
が
美
味
い
�
と
は
い
わ

れ
て
い
る
が
、
そ
ん
な
単
純
な
も
の
で
は
な
い
。

古
代
、
渤
海
と
の
交
流
の
頃
か
ら
、
わ
が
ふ
る
さ
と
に
は

先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
歴
史
と
豊
か
な
風
土
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
。

北
陸
で
は
昔
か
ら
県
民
性
を
表
す
の
に
「
越
前
詐
欺
に
越

中
泥
棒
、
加
賀
乞
食
に
、
能
登
は
や
さ
し
や
土
ま
で
も
」
と

い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
詮
索
は
別
と
し
て
、
世
が
�
平
成
の

大
合
併
�
に
揺
れ
動
き
始
め
た
頃
か
ら
�
ふ
る
さ
と
を
改
め

て
見
つ
め
直
し
て
み
よ
う
�
と
、
能
登
か
ら
加
賀
、
時
に
は

越
前
や
越
中
の
各
地
を
時
間
と
空
間
の
狭
間
に
揺
れ
動
く
光

と
陰
を
訪
ね
歩
け
ば
、
き
っ
と
何
か
が
あ
る
に
違
い
な
い
と

歩
い
て
み
た
。
時
は
変
わ
っ
て
も
、
ま
さ
に
「
疾
風
に
勁
草

を
知
る
」
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

あ
い
の

か
ぜ

東
風
に
吹
か
れ
て
（一）

珠
洲
・
穴
水
・
能
登
島

福

野

勝

彦
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し
か
た
の
風
に
キ
リ
コ
が
招
く

古
代
、
渤
海
と
の
交
流
の
頃
か
ら
、
わ
が
ふ
る
さ
と
に
は

先
人
た
ち
が
培
っ
て
き
た
歴
史
と
豊
か
な
風
土
に
満
ち
あ
ふ

れ
て
い
る
。
時
間
と
空
間
の
狭
間
に
揺
れ
動
く
光
と
陰
を
追

っ
て
み
た
。

♪
エ
ン
ヤ
、
ヤ
ッ
サ
、
ヨ
イ
ッ
ト
ヤ
ッ
サ

ハ
ァ
ー

し
か
た
の
風
じ
ゃ
ー

ヨ
イ
ヨ
ー
イ

お
ら
の
殿
ま
（
男
）
の
艫
と
り
姿

波
に
ゆ
ら
れ
て
ゆ
ら
ゆ
ら
と

お
ら
は
雇
人

し
か
た
の
風
だ

お
日
の
入
る
場
を
待
つ
ば
か
り
…

珠
洲
砂
取
節

砂
取
節
は
、
珠
洲
市
の
馬
緤
海
岸
で
毎
年
八
月
十
三
日
に

行
な
わ
れ
る
「
砂
取
節
祭
り
」
で
唄
わ
れ
、
珠
洲
祭
り
の
最

後
を
飾
る
。

奥
能
登
に
昔
か
ら
様
々
な
文
化
を
運
び
、
今
な
お
運
ん
で

い
る
の
は
「
し
か
た
の
風
（
北
北
東
の
風
）」。
穏
や
か
な
時

も
あ
れ
ば
荒
れ
る
時
も
あ
る
。
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
や
ハ
マ
ボ
ウ

フ
ウ
、
ハ
マ
ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
花
が
咲
い
た
海
岸
が
美
し
い
。

が
、
冬
と
も
な
れ
ば

一
転
す
る
。

間
垣
は
、
雪
や
風

か
ら
建
物
を
守
る
た

め
の
も
の
で
、
奥
能

登
の
外
浦
地
区
に
固

有
の
垣
根
だ
。
さ
ら

に
、
冬
を
彩
る
風
物

詩
の
一
つ
は
「
波
の

花
」。
季
節
風
に
吹

き
寄
せ
ら
れ
た
潮
の

泡
が
花
吹
雪
の
よ
う

に
空
高
く
舞
い
上
が
り
、
幻
想
的
な
光
景
が
ひ
ろ
が
る
。

ひ
ぐ
ら
し
が
鳴
く
奥
能
登
の
ゆ
き
ど
ま
り

と
詠
ん
だ
の
は
、
昭
和
三
十
六
年
に
、
こ
の
地
を
訪
れ
た
俳

人
の
山
口
誓
子
（
１
９
１
０
〜
１
９
９
４
）。

そ
の
行
き
止
ま
り
に
そ
そ
り
立
つ
の
は
、
狼
煙
の
「
禄
剛

崎
灯
台
」。
断
崖
に
は
、１
８
８
３
年
（
明
治
十
六
年
）
に
イ

ギ
リ
ス
人
の
設
計
で
造
ら
れ
た
白
亜
の
灯
台
。

こ
こ
で
は
日
本
海
を
隔
て
た
先
を
示
す
�
上
海
一
五
九
八
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km
、
釜
山
七
八
三
km
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
七
七
二
km
�、
更

に
�
東
京
三
〇
二
km
�
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
標
識
が
目
立
つ
。

晴
れ
て
い
れ
ば
佐
渡
が
見
え
る
。
日
本
海
を
挟
ん
だ
、
ま
さ

に
国
境
の
町
だ
。

江
戸
時
代
は
菜
種
油
で
、
狼
煙
を
上
げ
て
航
行
す
る
船
を

守
っ
た
と
い
う
伝
え
が
残
る
山
伏
山
（
一
八
四
ｍ
）。

お
よ
そ
八
百
年
余
り
前
、
奥
州
平
泉
へ
向
か
っ
て
い
た
義

経
（
１
１
５
９
〜
１
１
８
９
）
主
従
の
う
ち
の
一
人
、
家
来

の
常
陸
坊
海
尊
が
、
こ
の
山
に
留
ま
り
、
仙
人
と
な
っ
た
。

で
、
山
伏
姿
で
住
み
着
い
た
こ
と
か
ら
山
伏
山
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。

寺
家
須
須
神
社
の
奥
の
宮
も
あ
り
、
ス
ダ
ジ
イ
や
ツ
バ
キ

を
見
な
が
ら
一
時
間
も
あ
れ
ば
行
っ
て
こ
ら
れ
る
。

麓
の
創
建
二
千
年
と
い
う
歴
史
の
あ
る
須
須
神
社
。
こ
の

地
を
訪
れ
た
直
木
賞
作
家
・
村
上
元
三
の
句
碑
は
、
鳥
居
を

く
ぐ
っ
た
近
く
に
あ
る
。

義
経
は

雪
に
消
え
た
り

須
須
の
笛

村
上
元
三

境
内
は
、
幹
の
廻
り
が
二
ｍ
を
超
え
る
数
十
本
の
ケ
ヤ
キ

の
大
木
や
タ
ブ
、
ス
ダ
ジ
イ
な
ど
が
太
古
の
姿
を
そ
の
ま
ま

残
し
た
広
葉
樹
の
森
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

頼
朝
に
追
わ
れ
て
奥
州
平
泉
へ
逃
げ
る
途
中
に
時
化
に
遭

っ
た
源
義
経
が
�
三
崎
権
現
�
に
祈
願
し
て
奉
納
し
た
と
い

う
「
蝉
折
れ
の
笛
」、
高
麗
笛
一
管
と
弁
慶
が
寄
進
し
た
と

い
う
「
左
」
と
い
う
銘
入
り
の
守
刀
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
三
崎
町
寺
家
。
九
月
十
三
〜
十
四
日
に
行
な
わ
れ
る

秋
祭
り
に
は
、
県
木
ア
テ
で
作
ら
れ
た
日
本
一
と
い
う
総
漆

塗
り
の
一
二
〜
一
五
ｍ
も
あ
る
大
キ
リ
コ
四
基
が
練
り
歩
く
。

白
波
の
う
ち
驚
か
す
岩
の
上
に

寝
ら
い
で
松
の
幾
夜
経
め
ら
ん時

忠

平
時
忠
（
１
１
２
７
〜
１
１
８
９
）
及
び
其
の
一
族
の
墳

墓
は
大
谷
町
の
大
谷
峠
、
国
道
２
４
９
号
線
沿
い
か
ら
桜
並

木
の
続
く
崖
下
に
あ
り
竹
垣
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
一
番
大
き

い
墓
が
時
忠
の
も
の
と
い
わ
れ
、
そ
の
古
さ
か
ら
、
時
の
流

れ
が
感
じ
ら
れ
よ
う
。

能
登
国
へ
流
罪
と
な
っ
た
時
忠
。
�
傲
れ
る
者
は
久
し
か

ら
ず
�
と
い
う
平
家
物
語
冒
頭
の
一
節
は
、
時
流
に
乗
り
、

ま
さ
に
や
り
た
い
放
題
の
限
り
を
尽
く
し
て
傲
り
高
ぶ
っ
た

時
忠
へ
の
言
葉
な
の
か
も
し
れ
な
い
…
。
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我
が
思
ふ

人
は
波
路
を
隔
て
つ
つ

心
幾
度

浦
つ
た
ふ
ら
む

能
登
の
配
所
で
詠
ん
だ
句
に
も
、
心
情
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
能
登
の
暮
ら
し
も
三
年
余
の
月

日
を
経
た
１
１
８
９
年
（
文
治
五
年
）
年
二
月
に
、
六
十
二

歳
で
鬼
籍
に
。

配
所
で
あ
っ
た
則
貞
と
、
輪
島
は
曽
々
木
の
岩
倉
山
（
三

五
七
ｍ
）
山
ろ
く
に
あ
る
時
忠
の
子
ど
も
、
上
下
の
時
国
家

は
、
時
忠
の
末
裔
の
代
に
な
る
。

時
国
や
時
康
（
則
貞
）
が
平
の
姓
を
名
乗
り
続
け
る
こ
と

に
不
都
合
を
感
じ
て
、
実
名
を
姓
と
し
た
一
族
が
居
住
し
た

場
所
で
、
茅
葺
き
の
佇
ま
い
が
今
も
残
る
。

全
国
各
地
で
、
多
く
の
平
家
落
人
伝
説
が
広
が
っ
て
い
る

が
、
能
登
の
国
道
２
４
９
号
の
沿
線
に
は
、
平
家
一
族
の
歴

史
が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。

ま
い
も
ん
と
鋳
物
の
里

♪
新
艘
つ
く
り
て

松
前
下
る

積
ん
だ
荷
物
は

中
居
釜

荷
物
は
積
ん
だ

積
ん
だ
荷
物
は

中
居
釜
…

中
居
た
た
ら
唄

か
つ
て
は
、
北
の
大
地
、
蝦
夷
松
前
な
ど
へ
鋳
物
を
運
ぶ

「
北
前
船
」
で
賑
わ
っ
た
中
居
。

一
年
を
通
じ
て
波
穏
や
か
な
穴
水
湾
。
七
浦
七
入
り
と
呼

ば
れ
る
リ
ア
ス
式
海
岸
の
入
り
江
。

昭
和
の
初
め
、
麦
浦
地
区
で
始
め
ら
れ
た
カ
キ
の
養
殖
は

年
を
追
う
ご
と
に
盛
ん
に
な
り
、
今
や
中
居
や
志
ヶ
浦
一
帯

は
養
殖
筏
が
目
に
入
り
、
イ
サ
ザ
と
と
も
に
観
光
穴
水
を
彩

る
。火

星
の
研
究
者
と
し
て

知
ら
れ
る
米
国
は
、
ボ
ス

ト
ン
生
ま
れ
で
、
無
類
の

日
本
研
究
家
パ
ー
シ
ヴ
ァ

ル
・
ロ
ー
エ
ル
（
１
８
５

５
〜
１
９
１
６
）。

頃
は
、１
８
８
９
年（
明

治
二
十
二
年
）
三
十
四
歳

の
こ
と
だ
っ
た
。
来
日
三
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度
目
の
こ
と
で
あ
る
。

穴
水
は
ロ
ー
エ
ル
の
能
登
旅
行
の
終
着
点
で
、
終
着
港
だ

っ
た
。
櫓
で
漕
ぐ
小
船
に
乗
せ
ら
れ
て
、
水
路
の
尽
き
る
所

で
上
陸
、
そ
こ
が
穴
水
。

「
運
河
の
あ
る
地
方
の
よ
う
に
狭
く
入
り
組
ん
だ
地
形
の

た
め
か
、
…
そ
れ
と
も
こ
の
風
景
を
包
む
大
気
の
せ
い
か
、

私
に
は
ふ
っ
と
オ
ラ
ン
ダ
の
風
景
を
思
い
起
こ
さ
せ
た
」
と

『
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
能
登
・
人
に
知
ら
れ
ぬ
日
本
の
辺
境
』（
ロ
ー

エ
ル
著
宮
崎
正
明
訳
・
著
）
で
当
時
の
情
景
を
書
い
て
い
る
。

平
安
か
ら
大
正
時
代
ま
で
の
お
よ
そ
八
百
年
間
、
鋳
物
の

里
と
し
て
栄
え
た
中
居
地
区
に
は
、
そ
の
繁
栄
を
偲
ば
せ
る

寺
院
や
神
社
が
数
多
く
存
在
す
る
。

１
５
８
１
年
（
天
正
九
年
）
に
七
尾
へ
の
入
府
を
果
た
し

た
利
家
は
、
上
杉
軍
と
の
戦
い
で
、
魚
津
に
い
た
長
連
龍
を

急
遽
帰
国
さ
せ
、
所
口
（
七
尾
市
所
口
町
）
城
代
の
前
田
安

勝
と
と
も
に
上
杉
軍
が
占
領
し
た
棚
木
城
（
穴
水
町
）
を
攻

撃
。こ

の
時
、
利
家
は
、
生
け
捕
り
に
し
た
捕
虜
を
釜
煎
り
に

す
る
た
め
の
大
釜
を
中
居
の
鋳
物
師
・
三
右
衛
門
に
鋳
造
さ

せ
る
よ
う
指
示
、
つ
ま
り
能
登
の
住
民
で
、
上
杉
方
に
つ
い

た
者
を
全
員
殺
害
す
る
よ
う
厳
命
し
た
歴
史
も
忘
れ
て
は
な

る
ま
い
。

中
居
の
鋳
物
は
、
長
い
歴
史
的
な
変
遷
の
中
で
、
鋳
物
の

生
産
と
消
耗
が
繰
り
返
さ
れ
て
、１
９
２
４
年
（
大
正
十
三

年
）
に
廃
絶
に
至
っ
た
ら
し
い
。

長
閑
な
中
居
湾
も
一
転
し
て
騒
が
し
く
、
物
々
し
い
雰
囲

気
に
な
っ
た
の
は
、
日
本
の
敗
色
が
濃
厚
と
な
っ
て
い
く
１

９
４
４
年
（
昭
和
十
九
年
）
の
春
か
ら
、
翌
年
の
夏
に
か
け

た
頃
だ
。
一
〇
〇
〇
ｔ
以
上
の
イ
号
型
や
一
〇
〇
〇
ｔ
以
下

の
ロ
号
型
の
潜
水
艦
が
次
々
と
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

更
に
米
軍
に
よ
っ
て
投
下
さ
れ
た
機
雷
を
除
去
す
る
海
防

艦
が
並
び
、
沖
に
は
潜
水
艦
が
浮
か
ん
で
い
た
。
敗
戦
間
近

い
、
六
月
に
は
、
広
島
の
海
軍
大
竹
潜
水
学
校
の
分
校
が
開

校
し
た
が
、
前
年
か
ら
訓
練
生
や
教
官
ら
お
よ
そ
千
人
が
移

っ
て
き
た
。

中
居
や
波
志
借
、
穴
水
な
ど
の
十
四
ヶ
寺
や
民
家
に
分
散

し
て
練
習
を
開
始
。
戦
況
も
厳
し
い
頃
で
、
訓
練
生
た
ち
は

練
習
の
合
間
に
防
空
壕
も
掘
っ
て
い
た
。

数
年
前
、
か
つ
て
の
練
習
生
ら
五
十
人
余
り
が
、
戦
没
者

の
五
十
回
忌
法
要
に
訪
れ
、
読
経
の
後
、
「
海
ゆ
か
ば
」
を
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歌
っ
た
と
い
う
。
歴
史
に
終
わ
り
は
な
い
。
静
か
な
比
良
や

中
居
に
も
、
様
々
な
人
生
模
様
が
あ
る
…
。

流
人
と
火
ま
つ
り
の
島

鳥
総
立
て
舟
木
伐
る
と
い
ふ
能
登
の
島
山

今
日
見
れ
ば
木
立
繁
し
も
幾
代
神
び
そ

万
葉
集

巻
十
七－

四
〇
二
六

家
持
が
、
越
中
に
国
守
と
し
て
赴
任
し
た
の
は
、７
４
６

年
（
天
平
十
八
年
）
の
旧
暦
七
月
半
ば
頃
だ
っ
た
。
当
時
は
、

能
登
か
ら
佐
渡
へ
か
け
て
の
領
域
が
、
朝
廷
の
統
治
が
及
ぶ

日
本
海
側
の
北
限
。
能
登
半
島
は
交
易
や
軍
事
な
ど
で
東
国

へ
向
か
う
船
に
と
っ
て
、
安
全
に
物
資
補
給
な
ど
で
寄
港
で

き
る
重
要
拠
点
だ
っ
た
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
能
登
を
い
か
に
掌
握
す
る
か
は
当
時

の
朝
廷
に
と
っ
て
は
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

歌
の
中
の
「
と
ぶ
さ
」
は
梢
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を
切

り
株
の
上
に
立
て
、
山
の
神
を
祀
っ
て
か
ら
、
材
木
と
し
て

使
用
す
る
習
俗
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
樹
木
に
宿

っ
て
い
た
精
霊
を
、
こ
の
「
と
ぶ
さ
」
に
移
ら
せ
、
さ
ら
に

他
の
場
所
へ
移
す
目
的

の
神
事
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
勇
壮
な
奉
灯

祭
り
で
知
ら
れ
る
七
尾

の
石
崎
と
能
登
島
と
を

結
ぶ
橋
が
「
能
登
島
大

橋
」
で
あ
る
。
昭
和
五

十
七
年
の
四
月
三
日
に

開
通
。
長
さ
が
一
〇
五

〇
ｍ
、
海
面
か
ら
の
最

大
の
高
さ
は
、
お
よ
そ
二
五
ｍ
で
あ
る
。

こ
の
橋
の
で
き
る
以
前
は
、
陸
の
孤
島
だ
っ
た
と
言
っ
て

も
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
ポ
ン
ポ
ン
船
、

そ
し
て
昭
和
四
十
年
代
に
佐
波
の
波
止
場
か
ら
七
尾
港
へ
の

鋼
鉄
製
の
フ
ェ
リ
ー
が
唯
一
の
足
だ
っ
た
。
橋
が
架
か
り
、

こ
れ
で
能
登
島
は
、
離
島
に
別
れ
を
告
げ
た
。

開
通
か
ら
十
六
年
、
島
内
外
か
ら
高
い
と
不
評
を
か
っ
て

い
た
一
七
六
〇
円
の
通
行
料
金
は
、
平
成
十
年
七
月
一
日
か

ら
よ
う
や
く
無
料
化
さ
れ
た
。
能
登
島
へ
の
旅
は
こ
の
橋
を

渡
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
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毎
年
七
月
三
十

一
日
に
行
な
わ
れ

る
「
向
田
の
火
祭

り
」。
日
本
三
大

火
祭
り
の
一
つ
と

い
わ
れ
る
。
男
衆

が
、
神
社
か
ら
奉

灯
を
担
ぎ
出
し
、

手
で
松
明
を
投
げ

つ
け
て
高
さ
三
〇

ｍ
も
の
大
松
明
に
点
火
す
る
。
火
柱
と
な
っ
て
燃
え
さ
か
り
、

燃
え
つ
き
た
松
明
の
倒
れ
た
方
向
に
よ
っ
て
そ
の
年
の
豊
漁
、

豊
作
を
占
う
。
佐
渡
の
女
姫
と
能
登
島
の
男
神
と
年
に
一
度

の
デ
ー
ト
だ
と
言
う
説
も
あ
り
、
何
と
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
。

島
の
祭
り
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
。
向
田
地
内
の
愛
宕
神

社
で
行
な
わ
れ
る
「
蛸
祭
り
」。
毎
年
十
月
の
十
七
日
と
十

一
月
三
日
の
二
回
あ
る
。
古
老
に
よ
る
と
、
三
百
年
の
昔
、

神
様
（
火
の
神
）
が
、
ア
イ
（
饗
）
の
風
（
北
東
風
）
に
吹

か
れ
て
蛸
に
乗
っ
て
向
田
の
「
サ
ブ
ロ
ス
ケ
の
ツ
キ
ジ
マ
」

に
漂
着
し
て
、
カ
マ
ド
の
上
に
現
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
十

一
月
三
日
の
朝
の
出
来
事
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。
惜
し
い
か
な
、

こ
の
珍
し
い
神
事
も
今
や
お
参
り
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

島
は
離
島
で
あ
る
が
ゆ
え
に
江
戸
時
代
に
は
、
加
賀
前
田

藩
の
流
刑
の
地
で
も
あ
っ
た
。
最
も
重
い
罪
は
、
越
中
五
箇

山
だ
が
、
能
登
島
へ
は
加
賀
藩
の
政
治
を
批
判
し
た
武
士
な

ど
が
主
だ
っ
た
。
中
に
は
百
姓
一
揆
の
首
謀
者
や
取
り
立
て

が
悪
い
十
村
役
な
ど
も
い
た
と
い
う
。

島
流
し
の
歴
史
は
１
６
３
８
年
（
寛
永
十
三
年
）
の
人
持

組
頭
安
見
隠
岐
に
始
ま
り
、
流
刑
罰
が
廃
止
さ
れ
た
明
治
ま

で
の
二
百
三
十
余
年
間
に
百
十
三
人
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

大
坂
の
役
（
１
６
１
４
〜
１
６
１
５
）
で
活
躍
し
た
隠
岐

は
、
味
方
討
ち
と
い
わ
れ
て
、
加
賀
藩
の
武
道
に
傷
が
付
く

と
い
っ
て
流
刑
に
。
在
島
十
年
余
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

寺
島
蔵
人
（
１
７
７
７
〜
１
８
３
７
）
は
、
禄
高
四
百
五

十
石
の
中
級
武
士
と
し
て
加
賀
藩
に
仕
え
、
改
作
奉
行
、
大

阪
御
借
財
御
仕
法
主
付
な
ど
農
政
や
財
政
の
実
務
を
こ
な
し

て
い
た
。

１
８
２
４
年
（
文
政
七
年
）
十
二
代
藩
主
前
田
斉
広
が
、

有
能
な
藩
士
を
抜
擢
し
て
、
教
諭
方
と
い
う
藩
政
改
革
の
た

め
の
親
政
機
関
を
設
置
。
蔵
人
も
、
そ
の
一
員
に
加
え
ら
れ
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た
が
、
斉
広
の
急
死
で
教
諭
方
も
解
散
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。

蔵
人
は
手
腕
家
で
あ
る
と
同
時
に
生
来
、
思
い
や
り
深
く

正
義
感
の
強
い
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
た
め
、
斉
広
死

去
し
た
後
の
藩
の
重
臣
の
政
治
に
納
得
が
い
か
ず
、
こ
と
ご

と
く
対
立
し
た
。
そ
れ
で
、１
８
３
７
年
（
天
保
八
年
）
に

は
、
能
登
島
へ
流
刑
と
な
り
、
そ
の
半
年
後
に
、
こ
の
島
で

波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
閉
じ
た
。

天
保
の
飢
饉
で
、
村
人
が
苦
し
ん
で
い
た
様
子
を
絵
入
り

の
日
記
風
に
ま
と
め
た
「
島
も
の
が
た
り
」
を
残
し
て
い
る
。

島
の
鉢
ヶ
崎
地
内
に
は
、
蔵
人
が
流
さ
れ
た
場
所
、
配
所

址
の
看
板
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
時
折
訪
れ
る
人
も
あ
る
。

蔵
人
は
画
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
王
梁
元
、
応
養
と
号
し
、

秀
作
を
多
数
残
し
て
い
る
。

福
野

勝
彦
（
ふ
く
の

か
つ
ひ
こ
）

昭
和
１８
年
４
月
羽
咋
市
生
ま
れ
。
羽
咋
高
校
、
早
稲
田

大
学
大
学
院
修
士
課
程
（
政
治
）
修
了
。
昭
和
４４
年
石

川
テ
レ
ビ
入
社
。
記
者
、
デ
ス
ク
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、

チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
平
成
１７
年
石
川
テ
レ
ビ
退

社
。
金
沢
龍
馬
会
会
員
、
日
本
山
岳
会
会
員
。
著
作
に

「
悲
劇
の
希
望
の
大
地
」「
北
の
大
地
、
樺
太
彷
徨
」

な
ど
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